【3.論文】国語科と算数科の連携について by 木村 寛 et al.
 国語科と算数科の連携について 
木村寛・大橋幸雄・福田遥・大島ひろみ・小田哲平 
はじめに 
本稿は，国語科と算数・数学科における学習と指導の向上を目指すために，双方の役割を確
認しながら，身近な授業の中で出来るところからの連携を試みる提案です。 
今回は，両教科の目的・目標，内容の範囲(scope)や系統(sequence)を意識しながら，算
数・数学科教育の立場からどのような連携(cooperation and organization)を望むかを考えま
す。国語科教育はすべての教科等に関わりますから，算数・数学科からの主張を国語科が受け
る形で連携を考えることにしました。 
１ 文章の縦書きと横書きについて子どもがつぶやいた疑問から 
教室での子どものつぶやきから，幼い頃に抱いた素朴な疑問を思い起こしました。「どうし
て算数は横に書いて，国語は縦に書くのだろう。」「どうして算数は左から右に書いて(左横書
き)，国語は右から左に書く(右縦書き)のだろう。」 
几帳面に鉛筆でノートをとる子が縦書き(右縦書き)をするときに，自分の手で書いたばかり
の字に別の紙を敷いて書いていたことを思い出しました。それは汚さないようにして書き進め
るためだったのです。 
今は廃校になってしまった那須町芦野小学校に，老境に入った勝海舟直筆の扁額がありまし
た。「大きな夢，大きな希望，大きな理想を持って生き抜く」という意味の「志在千里（しざ
いせんり）」と書かれた扁額です。この扁額は一見すると右横書きのように見えますが，「1 行 
1 文字の縦書き」であると解釈されているようです。 
硬筆の使用が普通になって，漢字の一文字一文字の筆順が左から右へ，上から下へと書き進
むように構成されているのであれば，縦書きのときも左から右へ行替えする方が合理的と思う
のですがどうでしょう。他方，算数でも数字を縦に書くときに起こる混乱があります。例えば，
手紙の宛名書きなどで住所の地番を漢数字で縦書きする場面を思い起こしてみて下さい。誤解
を招かないような書き方を考えるよい機会かもしれません。 
２ 「ことば」としての役割は国語科と算数・数学科に共通する 
国語科と算数・数学科は，表現，思考や会話の手段，言い換えれば「ことば(言語)」を習得
させるという役割を共に担っています。1940(昭和20)年代に(生活)単元学習といわれ強調され
た道具教科という側面の役割です。(参考 1) 
国語科が担う「ことば」には，話しことば(音声言語)と記述することば(文字言語)がありま
す。どちらでも品のある使い方を心がけたいものです。会話するにも対話するにも，互いを認
め合うところからコミュニケーションが成り立つのです。また，文字言語は時間を超えて思考
し会話することを可能にしてくれました。この時代を担う者として，話し方や書き方を大切に
する責任があるはずです。どの教科の授業でも，先生の言葉づかいが子どもたちの話し方や書
き方の大切なひな形であることを忘れないようにしたいと思います。 
⑴ 数学は世界共通のことば(言語)であるという紹介と丁寧な指導が必要と考えます 
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 子どもに算数・数学を指導するにあたっては，母語(国語)や外国語と同じように，数学がも
う一つの「ことば(言語)」であり，数式，図形，グラフや数表は世界共通の言語であるという
位置付けで取り組みたいと考えます。算数・数学科における「ことば」には，国語科で習得す
る「ことば」は勿論のこと，数学特有の記号・符号を用いた数式(expression)，グラフや数表
などがあります。さらに，絵図，物の形(shape)を抽象化して表象(image)する図形(figure)も
数学する際に欠かせない「ことば」と言えるでしょう。 
その中で，文字言語で記述する文章(sentence)の典型である数式が特に重要です。なぜなら
ば，式で表すこと，式を処理すること，式を読むことが，考察する対象の状況や結果がどうで
あるか，どのように思考したか，またはその対象がどのような構造なのかを追究することに他
ならないからです。そのことを子どもに気付いてもらうために，授業での板書では数式の前後
などに，「なぜならば」「だから」「つまり」とか，「～さんの考え」「図で考えれば」……のよ
うな箇条書きの補足を書き足して残すことも大切でしょう。その際に，どのような「ことば」
が適切かを学校内で共有しておくべきと考えます。 
初めて知る「ことば」はすぐには的確に使えないのが普通でしょう。初歩的な使い方からゆ
っくりと繰り返し使うことを体験して使い方に慣れていくことがよいと思います。 
⑵ 「ことば」を正確に解釈することと表現する方法を学ぶことが基本でしょう 
話している内容や書かれている内容を正確に捉えるためには「ことば」の意味を誤解なく習
得することが必要です。見たこと聞いたこと考えたことを正確に表現するには，先ず国語にお
ける表現の仕方を身に付けて，筋道を立てた論述の手順を学ぶことが必要と考えます。 
同様に，数学で筋道を立てて考え記述するには，数学に特有な「ことば(言語)」が必要です。
さらに，数学に特有の論述の手順を学ぶことが必要です。 
子どもの日々の生活の大半を占める学校の授業時間で使われている教科書は，「ことば」を
学習と教育の視点から系統的に用意した最も身近な媒体でしょう。そして，前述しましたが，
教師の言葉づかいと会話は，実時間の中で行われる「ことば」の解釈と使い方の手本です。教
師との対話は，それらを訓練する絶好の機会です。 
絵本，童話本やテレビジョンの子ども向け番組なども身近な媒体です。これらに少しでも多
く，適切に接する機会を家庭や地域でも保証したいものです。また，「ことば」の正確な解釈
と表現のために，国語辞典で確認する習慣を奨励したいものです。 
３ 算数・数学科で特に注意したい「ことば」と「ことば遣い」について 
算数・数学科の板書やノート，ときには教科書の記述について，国語科の立場から次のよう
な指摘をされたことがありました。簡潔に書く余り，「三角形には角が３つ。」のように，文章
になっていない記述がある。文章を書くならば，「三角形には角が３つあります。」とするべき
であるという指摘でした。 
⑴ 場に応じて，用いる「ことば」の解釈の仕方が異なることを知らせたい 
国語科では一つの用語が多様な意味を持つことが少なくありません。例えば，「月(つき) 」
という語は，天体の「月」や年月日の「月」だけでなく，擬人化して「母」や「女性」の意味
で用いることもあります。 
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 逆に，「私」という一人称を表す「ことば」には，「我」，「わたくし」，「ぼく」，古くは「拙者」
などの他に方言での種々の用語があります。それらを場に応じて使い分けるのが機微に富む日
本語の特長でしょうから大切にしたいものです。 
他方，算数・数学科では厳密な推論を求めるために，一つの(数学)用語は一意に定義して一
意に解釈する「ことば」の用い方をします。また，数学において考察する対象は，主に具体物
や具体的な事象(場面・現象)から抽象した数や図形，そしてそれらの関係性などです。 
このように，国語科と算数・数学科との間に，用いる用語の解釈の仕方に違いがあります。
用語の意味と解釈の仕方の違いについて，小学校のときから気付かせていくことも必要だと考
えます。 
⑵ 正確な「ことば遣い」を心がけて明確な概念形成・達成を目指したい 
算数科では物の分量から数へ，物の形から図形への抽象を行い，現実世界のいろいろな事
象を合理的能率的に考え処理するための「ことば」を紹介して数学をつくる活動をします。で
すから，数学の世界へ入る機会となる学習指導を大切にしたいものです。 
例えば，小学校１学年では，３本の鉛筆，３冊の本，３匹の子豚，……に共通する分量
(「かず」)という共通の属性から「数(すう)」という数学の抽象概念をつくります。 
また，物の形を表す「まる，さんかく，しかく」から，図形の「円，三角形，四角形」とい
う概念をつくります。この導入として，身の回りにあるいろいろな形の箱を使って，自動車，
ロケットやすべり台などを作る活動をします。このとき，それぞれがどんな基本的な形で構成
されているか，それぞれにどんな特徴があるかを考えて，物の形から図形へ抽象する準備をし
ます。物をつくった後に数学の学習が始まるわけです。 
⑶ 合理性を信条とする数学でも，用語の定義に関しては理にかなっているか，疑問が残 
るものがあることに注意したい 
例えば，「偶数」とは，「2 を約数に持つ整数，すなわち 2 で割り切れる整数のことをいう」
と定義されています。このとき，０も偶数だということを納得するのは容易ではないでしょう。
「素数」とは，「1 より大きい自然数で，正の約数が 1 と自分自身のみであるもののことであ
る」と定義されています。「１より大きい自然数」のことわりがありますから，１が素数でな
いことが分かりますが，なぜ１を素数に含めないのか判然としないでしょう。 
また，数学用語で，漢字に備わる意味から誤解を生むこともあります。その代表格が「長方
形」です。この用語は，元々は「矩形」と呼ばれていました。「長方形」という用語からイメ
ージされる形に正方形は含まれないでしょう。この用語について学習した後でも，「正方形は
長方形に含まれる」，つまり，長方形というときにはその中に正方形も入っているのだという
ことに違和感を覚える子どもが少なからずいるはずです。数学では正方形も長方形の仲間に入
れて考えることにしています。どちらの定義でも幾何学は成り立ちますが，はやく一般化する
ことを考慮していまの定義を採用しているのでしょう。数学用語に関しては必ずしも論理的に
規定されているとは限らないのです。(参考 2) 
さらに，日常生活の中で，「倍の量」と言えば元の量の２倍の量でしょうが，算数科の授業
では１倍，２倍，３倍というように，日常生活では使わない「１倍」という言い方をします。
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 また，「広さ」や「かさ」のような量について，単に「２倍にする」と用いると誤解を生むこ
とがあります。「広さを２倍にする，かさを２倍にする」のように丁寧に言わないと，相似比，
面積比や体積比のどれを２倍にするのかに戸惑うことが起こるかもしれません。(参考 3) 
⑷ 子どもに対しては，日常生活の中での「ことば遣い」から，数学での「ことば遣 
い」への移行を授業の場で丁寧にしたい 
数学では，「三角形は～」というときには，「すべての形状の三角形」を指し，それらに共通
する属性を考察します。このような言い方は，簡潔な表現を求める数学の定義の仕方であるこ
とを知らせて，事象を明確に捉えて簡潔に表現することを納得してもらい，徐々に慣れてもら
うようにしたいものです。 
また，数学的な事実を数学で普通に記述する文章や，授業の中で普通に発問する言い回しは，
数学を離れた生活の中で記述する文章や言い回しと異なることがあります。 
「どんな三角形でも，３つの内角の和はいつも180度になる」(Wet な表現)ということを，
数学では，「三角形の内角の和は180度である」(Dry な表現)と簡潔に述べます。 
右図で，「三角形はいくつあるかをみつけましょう」(Wet な表現)とい
うことを，「三角形の個数はいくつですか」(Dry な表現)と問います。 
「三角形」というときには，それの何を考察するかによって，辺で構
成される(frame type)図形，面で構成される(plate type)図形のどちら
を言うかを判断します。空間図形の時には，これらに加えて中身の詰まった(block type)図形
を考えることがあります。 
そして，上の「三角形の個数」を問う場面では，陰に隠れた(behind figure)図形を含めて
三角形と呼んでいるわけです。 
このような場面は，数学での表現が「厳密を求めて簡潔な表現を心がける」ということを伝
える機会ですから，この過程を丁寧に扱いたいです。 
⑸ 学習活動を「指示するための用語」の意味を子どもと具体的に共有したい 
算数・数学科の授業でよく用いる「調べる」，「考える」，そして，「伝え合い，話し合う」と
はどのような活動をすることなのか，子どもたちにしっかり伝わっているでしょうか？ さら
に，それらの活動を，一人学び，二人学び，班や学級全体といった集団学びの場で，どのよう
に振る舞うのがよいのかが伝わっているでしょうか？ 
一方，教師も，それらの活動が，学年が上がるにつれてどのように充実していくことが望ま
しいのかを具体的に思い描き，教師間で共有できているでしょうか？ 
「調べる」活動は，理科や社会科でよく行われる事象・現象を観察する場面や，条件を整え
て実験する場面で行うことと共通します。「調べる」活動で最も大切なことは，「事実」を正確
につかみ記録することです。感覚器官で捉えたこと(事実)を斟酌することなく，可能ならば記
録することです。そして，捉えた「事実」と，「感じること」，「想像すること」，「予想するこ
と」や「解釈すること」を区別することです。 
「考える」活動は，「想像する」や「予想する」といった「調べる」活動の内容と重複する
ところがあるでしょう。このことが，子どもが「調べると考えるは同じだ」と思ってしまう要
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 因だろうと考えます。「考える」活動は，「想像する」や「予想する」に加え，「想像したこと」
や「予想したこと」が妥当であったかを分析的に推論すること(divergent thinking)，言い換
えれば，根拠に基づいて筋道を立てて考えることです。さらに，新たな発想・着想のために視
点を変えた場面や方法を想像して考えること(convergent thinking)です。 
４ 創造の活動と文化の伝承は国語科と算数・数学科に共通する 
国語科の内容には，言語を学ぶことだけでなく，作文を書くこと，文学を鑑賞することなど
が含まれます。算数・数学科の内容には，他の科学をはじめいろいろな分野で推論するときに
使う数学的な言語を学ぶことだけでなく，数学そのものを創り出す(このことを「数学する 
Do Mathematics」ということがあります)手法を学ぶことや，つくられた数学を鑑賞すること
などが含まれます。 
⑴ 創り出す活動を大切にしたい 
「文学」の語は，辞書では，「想像の力を借りて外界・内界のありさま・ありようを見付け
て言語で表現する活動およびその作品」のように説明されています。これに対して，「数学」
の語は，「数量や空間などの対象やその論理の仕組みについての真理を追究する活動およびそ
の産物」のように説明されています。 
国語科の内容における「文学すること」は，外界・内界の真理を追究し言語で紡ぐ過程であ
り，創造の活動でしょう。一方，算数・数学科の内容における「数学すること」は，創造の活
動そのものです。つまり，数量，空間などの対象やその論理の仕組みについて真理を追究する
過程を，学習活動の中で追体験することによってその手法を習得しようとねらうわけです。 
数学における真理の追求・追究では，(a)真理であることを確認する活動と，(b)新たな真理
を見付ける活動や，新たな確認の方法などを見付ける活動が含まれます。(a)を行うときには，
数式を代表とする種々の「ことば」を駆使して，筋道を立てた推論(convergent thinking)を
行います。その方法を習得するためには訓練(drill)が必要です。(b)を行うときには，視点を
変えたり発想を転換したりして考える推論(divergent thinking)が必要です。その方法を習得
するためにも訓練(training)が必要となります。 
国語科で学習する素材と算数・数学科で学習する素材の多くは，先人が長い歴史の過程を経
て創りあげてきた文化遺産です。これらを土台として，さらに新しい真理が実時間の世界で追
究されています。このような営みやそれらの価値を次の世代に継承する役割が両教科に課せら
れているといえるでしょう。 
⑵ 作品を鑑賞する活動を大切にしたい 
国語科では，人物の生き様や，自然や宇宙に潜む神秘などを見事に描き出した文学作品に接
して，驚嘆したり，共感したり，感動したりすることができます。また，作品を鑑賞する活動
を通して，語る言葉や表現の巧みさに気付かされ，感性や表現の幅を広げる機会を得ています。 
算数・数学科でも，自他の学習過程での巧みな考え・考え方・解決の方法を振り返って，そ
れらの特徴に気付いたり，数学の価値を感じたりして，主体的に数学する態度を身に付けてい
きます。 
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 鑑賞する活動では，それぞれの特長に気付くと共に，その中に潜む鮮やかさ，巧みさなどに
感動して，「きれい」とか「美しい」といった審美観に昇華されることがあるはずです。 
⑶ 国語と数学は，それぞれが独自の言語と物事を捉える独自の視点があると考えます 
国語科では，事実や心象・心情などが過不足なく，的確な文章で表現されていることに気付
くところに感動が生まれます。また，短歌や俳句では，韻律を踏まえて，「五・七・五・七・
七」や「五・七・五」のように，語数を限定する簡潔で鮮鋭した捉え方と表現を用いて心情や
情景を共感し合います。 
算数・数学科では，明確に捉えて簡潔に表現すること，普遍的な論理を基本として，一般・
汎用性を重んじながら新しい数学を開発しています。そのように創り出された数学の中で，学
校で取り上げる素材・教材を中心に，それらに潜む「よさ(appreciation)，特長(価値)」を，
次の４つの視点から探すように提唱します。 
［数学のよさをみつける視点］ 
① 論理性……論理の構成と記述処理の形式などの数学の構造(からくり)に潜む特長，つまり
論理の完備性に関わる価値 
② 有用性……他の分野の道具，そして，広く，問題の解決に際して，見通しをもち，易しく，
はやく，正しく解決するための手法など，先見性を含めた応用範囲の広さに潜む価値 
③ 審美性……論理の組み立ての鮮やかさ，結果の美しさ，真理の普遍性などに潜む，形式美，
簡潔美や統一美などを感じさせる価値 
④ 娯楽性……知的な楽しみ，追求せずにはおれない心，つまり数学すること自体が楽しいと
いう感慨を与えて，遊び心をくすぐる価値 
国語と数学の互いの異同を意識しながら，それぞれの「よさ」を見付けて鑑賞したいもので
す。 
⑷ 審美観のズレに注意したい 
「きれい」とか「美しい」という「ことば」の意味や使い方には幅があるようです。たぶん，
それは，分野によって対象を観る視点にズレがあるからでしょう。このことについて，美術，
音楽などの芸術，スポーツ，文学，科学の分野を相互に比べて，みんなで話し合う機会を持ち，
そのずれを確認したいものです。 
数学における数式や図形は，それ自体が考察の対象ですが，事実や推論を表現する「ことば」
です。数式では，複雑な事象を簡潔に一般的に表せたときや，能率的に鮮やかに処理されたと
きに，「きれい」とか「美しい」と感嘆したり共感したりします。 
図形では，対称性・連続性のような完全・安定した状態の形を「きれい」とか「美しい 」
と表現します。 
また，よく話題にされる美しい形状や造形を構成する比について，黄金比 
(比の値 1.618 …)と，白銀比 1 : √２(比の値 1.414 …)が知られています。日本では古く
から白銀比が建造物の構成などに好まれてきたようです。ちなみに，普段使われている規格紙
は，辺の比が白銀比となっています。 
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 これに対して，絵画の画面では非対称の構成が薦められたり，絵画・音楽や文学では，発
展・建設的な明るい状況だけでなく，退廃的ではかない様相に対しても美しいと捉えたりする
ことがあるでしょう。 
いずれにしても，いろいろな場面や状況に対して，感情が繊細に反応する感性を磨く機会を
つくって，審美観のズレを確認したいものです。 
５ 指導の方法について共通して注意しなければならないこと 
2017(平成 29 年 3 月)に公示された教育課程では，インクルーシブ教育システムの構築を
目指すことを求めています。そして，障害のある児童生徒が通常の学級で学習する場合にも，
一人一人の児童の障害の状態や発達の段階に応じた指導や支援を一層充実させていくことを求
めました。そのために，学習指導要領の「指導計画の作成と内容の取扱い」において，障害の
ある児童への指導について，「学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方
法の工夫を計画的，組織的に行う」ために，「個別の教育支援計画」を作成して実践すること
を求めています。国語科と算数・数学科に最も関わるのは，学習障害(LD)を持った児童生徒に
対する学習指導です。 
⑴ 学習障害に起因する学習困難に対して細心の指導を工夫したい 
20年前(2000 年)あたりから，普通学級の授業の中で，ほとんどの学習活動に個別的な指導
を必要とする子どもが複数人となり，一斉形態の活動が困難となる状況が問題となり始めまし
た。それらの子どもは，他人の言うことは理解できるし，日常生活も特に支障なくできている
ような児童生徒なのです。この中には，行動を通して注意欠如・多動性障害(ADHD)，自閉症ス
ペクトラム(ASD)，あるいは学習障害(LD)などと判定されて，それぞれに応じた指導が求めら
れる子どもがいました。(参考 4) 
文部省でも，1999 年(平成 11 年)に，学習指導の内容に直接に関わる LD を，教育の立場
から次のように定義して，その指導の工夫を求めました。 
「学習障害とは，基本的には全般的な知的発達に遅れはないが，聞く，話す，読む，書く，計
算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指す
ものである。学習障害は，その原因として，中枢神経系に何らかの機能障害があると推定され
るが，視覚障害，聴覚障害，知的障害，情緒障害などの障害や，環境的な要因が直接の原因と
なるものではない。」(参考 5) 
このように，学習障害の症状は，国語科と算数・数学科の内容に関わることがほとんどです。
しかも学習障害の多くは，単一の症状ではなくさまざまな症状を伴います。学習障害にまつわ
る学習指導の開発と実践は，国語科と算数・数学科に共通の非常に難しい課題です。 
⑵ これまでの経緯を踏まえ具体的な取組みへ向かわなければ 
学習障害は，欧米など少数指導体制の国では早くからその存在が指摘されていました。 
1960 年代後半には医学，心理学で学習障害の存在と診断規準も合意されました。日本のよう
に集団指導体制の国では，それが多動や気が散りやすい，集団行動がとれないなどの症状で表
れたために発見が遅れたのだろうと言われています。 
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 日本でも，学習障害についての研究は，1980 年代初頭からローカリーに行われていました
が，それが学習指導の実践研究になかなか反映してきませんでした。一例として，宇都宮市教
育研究所が 1987 年に実施した各種知能検査，心理検査，生育歴からの判断などを重ねて行っ
た診断があります。そこでは小中学校の児童生徒の１.３％に LD の疑い有りと報告されまし
た。そして，集団指導体制を多くとる環境では，いじめや不登校，登校拒否の増加や，努力が
認められず叱られてばかりいて性格が歪むなどの二次災害を起こす危険が訴えられました。 
1990 年代後半から，全国各地で普通学級になじめない児童生徒を別の場所に集めて，学習
相談を兼ねながらきめ細かい指導が行われてきますが，そこで模索されている指導の方法が広
く知られてきたとはまだまだ言えない状況です。2010 年代には普通学級で集団学習になじめ
ない児童生徒が 5%を越えると言われるようになりました。 
⑶ 普通学級における国語科と算数・数学科の新たな学習指導の方法への挑戦 
遅ればせながら，日本でも，学習障害を持つ子どものそれぞれが，より好ましい学習成果を
得るための指導や学習の方法，そして体制やカリキュラムの開発に，医学，心理学や教育学の
分野が連携して研究する取組みが始まっています。 
このとき，教育では，学習障害は学習活動についての特性であり，その特性を踏まえた効果
的な学習指導を開発し実践しようという立場をとります。もちろん医学や心理学で得られた知
見と示唆に基づく学習指導の方法を追究しますが，病気あるいは疾患という捉え方ではありま
せん。 
そして，先にも述べたように，学習障害に限っていえば，国語科と算数・数学科の授業にお
いてこそ，学習障害とそれを疑う児童生徒に対する学習と指導を，出来るところから試み挑戦
しなければなりません。(参考 6) 
すぐに行えることは，学習が遅れがちな子どもについて，その原因がどこにあるかを確認す
ることです。それが学習障害にあるかどうかを，複数の教師の眼と可能ならば専門家の眼を通
して同定することです。学習障害を持つようならば，先ずは学習指導要領解説で例示される指
導の方法を試みることから始めることになるでしょう。大切なことは過度なドリル的訓練を課
すことによる二次災害を招かないようにすることです。 
学級に ADHD，ASD や LD の子どもが複数人いるような状況では，現実として一人の教師で
集団学習による授業は実行不可能です。目指す体制は，学習支援の教育経験を持った教師が常
駐し協力して進める授業でしょう。子どもの学習を保障するために，学習支援を専門とする教
師の配置を各方面に訴え続けることが必要だと考えます。 
６ 算数科の指導を言葉づかいの側面から改善することをねらった調査の計画 
算数科で学習した「ことば」の意味と使い方とについて，どのように定着しているのかを調
査する計画を立てました。その結果から，数学用語の紹介の仕方や算数科での「ことば遣い」
の改善に役立てることを考えています。(参考 7) 
＊ 本稿は数学関係の素材を木村が提供し，本文の原案は，国語科の立場からの見解と修正を加えながら大橋が担当し全員
で校正した。その中で，調査のねらいと質問紙の作成などは，小田，福田と大島が担当した。 
[参考] 
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 (参考 1)  1947(昭和 22)年学習指導要領では，経験主義を教育の原理として，教科を四つの大きな経験領域に分けて,そ
れらの調和のとれた時間配分で年間計画を作ることが奨励されました。すなわち，主として学習の技能を発達させるに必要
な教科(国語・算数)，主として社会や自然についての問題解決の経験を発展させる教科(社会科・理科)，主として創造的表
現活動を発達させる教科(音楽・図画工作・家庭)，主として健康の保持増進を助ける教科(体育科)と位置付けられました。 
(参考 2) 1947(昭和 22)年版学習指導要領試案で，矩形を長方形，梯形を台形と表記するように改訂されました。函数は，
中学校が 1947(昭和 22)年版，1951(昭和 26)年版では函数を使わないで，数量関係と関係概念を用いて，1958(昭和 33)年
版で関数と表記するように改訂されました。高校は 1955(昭和 30)年まで函数を使い，1960(昭和 35)年から関数と表記す
るように改訂されました。 
(参考 3) 1970(昭和 50)年代半ばに，科学教育において「言語問題」の追究の必要が提起され，文部省の科学研究費によ
る科学教育の特定研究において「言語」が指定されました。数学分野では 1977(昭和 52)年から３年間，福原満州雄(研究
代表)の特定研究「言語生活を充実発展させるための教育に関する基礎的研究」が始動して，続いて総合研究 B として細井
勉(代表)「数学教育を充実発展させるための文章・用語の研究」として継続されました。これらの成果で，教師に対する書
物として刊行されたのが，福原満州雄(著者代表) 「数学と日本語」，共立出版，1981 年です。これは，田島一郎・島田茂
(編集)「教職数学シリーズ(基礎編 10 巻，実践編 10 巻)」の基礎編９として出されました。続く書物としては，東京理科
大学理数教育センター主催の第 10 回講演会「数学教育の周辺から---言語と歴史---」をまとめて同名で聖文社から 
1986(昭和 61)年に出されました。両書物の中で，言語と数学・数学教育に関する問題点が幅広く語られていますが，それ
らが教育活動の場によく反映されてきているとは言い難い状況で現在に至っているというのが実情です。 
(参考 4) ADHD は，注意欠如・多動性障害（Attention Deficit Hyperactivity Disorder）の略であり，様相によって不
注意優勢型と多動/衝動性優勢型に分けて考察することがあります。ASD は，自閉症スペクトラム（Autism Spectrum 
Disorder）(アスペルガー症候群を含める)の略であり，様相には①こだわりの強さ，②社会性の難しさ，③表現・表出の難
しさなどがあると言われています。そして，LD は，学習障害(Learning Disabilities) の略であり，その種類として，読
解（dyslexia），書き取り（dysgraphia），数学（dyscalculia）などがあげられています。このように，学習障害が多様な
基礎的な障害を含むことから，英語表記が一般的に複数形で示されているのでしょう。LD の存在については，1960 年代末
に少数指導体制で個別指導を基本とする西欧諸国で共通に理解されていました。 
(参考 5) アメリカ合衆国では，1981 年(昭和 56 年)に学習障害に関する連邦合同委員会報告で次のような定義をして対
応を促しました。「学習障害とは，聞く，話す，書く，計算する又は推論する能力，算数の能力を取得したりするのが著し
く困難なさまざまな問題群の呼び名である。そのような問題は，生まれつきの中枢神経の働きの障害によるものと考えられ
る。学習障害は，他のハンディキャップ（例えば，感覚の障害，精神遅滞，社会性や情緒の障害など）や不適切な環境（文
化的な違い，望ましくない教育など）からも生じるが，そのようなハンディキャップや環境から直接生じるものではない。」 
(参考 6) 日本の学校の算数・数学科では，学習が遅れがちな子に対する指導の工夫や実際的な指導が時代を超えて最優先
で行われてきました。目指したところはすべての児童生徒が標準的な知識と技能を習得することです。その指導の手法は指
導内容を細分してスモールステップのドリルと叱咤激励であったと言えるでしょう。算数・数学科はできる・できない，分
かる・分からないを判別しやすい内容が多いことがそのような手法を支えたのでしょう。加えて，日本は学習指導要領で標
準的な学力の達成水準が示されていますから，達成させることが教師の義務ともなっている訳です。 
1960 年代後半から少人数指導を基本とする国々で，子どもの学習達成状況を，知能検査値(IQ)や期待に対して，それを
達成していない子(under achiever)，達成している子(normal achiever)と十分に達成している子(over achiever)のように
分類して，それぞれに適した指導の方法を考えるようになりました。 
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 そのような状況の中で，数学教育の分野で学習が遅れがちな子に対する指導の在り方が再考されました。全米数学教師協
議会の 35 年報(昭和 47 年)「数学における学習遅進者」[NCTM(National council of Teachers of Mathematics)Yearbook 
35(1972)“The slow learner in mathematics”]が刊行され，日本でも 1970 年代半ばからこの学習遅進者に対する指導が
話題となりました。 
under achiever の中で，知能検査(IQ)やその他の学力検査などを総合的にみて普通の部類に属しながら，期待する成果
を得られていない子を，教育の立場から捉えて学習遅進児(者)(slow learner)と呼び，その子に対する指導の方法を考えて
いこうというわけです。ここで注意しなければならないことは，子どもに Slow Learner の烙印を押すことのみでは，その
子どもにとって，そして子どもの学習にとって害をもたらすだけでなんの役にもたたないからです。診断の唯一の理由は，
子どもを助けて，子どもが持っている可能性をより充分に実現するということにあるからです。 
1980 年代に入ると日本でも，授業についていけない児童生徒の存在が再び話題となりました。授業内容の理解度が，
小・中・高校でそれぞれ７割，５割，３割であると新聞などでも取り上げられました。ほとんどの生徒が高校へ進学するよ
うになった高校において，例えば，分数計算などが不十分な生徒に対する指導を実際にどのように行うかなどの実践的な研
究が進められました。 
(参考 7) 実施を予定している調査は，次のような内容です。 
① 調査のねらいについて(趣旨説明文書) 
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 ② ことばについての調査用紙 (児童に配布する調査用紙の文章の漢字にはふりがなを振ります。) 
 
③ ２通りの問い方に関する問題用紙(三角形の個数を問う２通りの問い方) 
四角形の個数を問う２通りの問い方は三角形の問い方なので，掲載を省略します。 
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